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事 業 計 画 書  
 

 

１  地区、事業及び施行者の名称 

(1) 地区の名称 

関内駅前港町地区 

 

(2) 地区の所在 

横浜市中区港町二丁目、港町三丁目、真砂町二丁目、真砂町三丁目、尾上町二丁目、   

尾上町三丁目の各一部 

 

(3) 事業の名称 

横浜国際港都建設事業  関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業 

 

(4) 施行者の名称 

関内駅前港町地区市街地再開発組合 

 

 

２  施行地区の概況及び事業の目的 

(1) 施行地区の概況 

本地区は、JR 根岸線関内駅前に位置し、関内・関外地区の結節点となる重要な地区であり、

市庁舎移転後の新たな駅前の核づくりのために、新たな賑わいの拠点創出が求められている。 

一方で、本地区は、昭和 40～50 年代に建設された老朽化の進んだオフィスビルが多く立地

するとともに、建物間の狭隘な道路などの防災上の課題がある。また、これらのオフィスビ

ルには、横浜市庁舎の移転以前に市役所機能が数多く入居していたため、市庁舎の移転に伴

い大量の空き床（約 1.2 万㎡）が生じ、業務機能の低下、近隣商業店舗への影響が喫緊の課

題となっている。 

当該状況を踏まえ、平成 25 年 10 月に「港町地区周辺まちづくり協議会」、平成 30年 11 月

に「関内駅前港町地区市街地再開発準備組合」を設立し、市街地再開発事業の実現を目指し

検討を進め、令和 6 年 5 月には「関内駅前地区第一種市街地再開発事業」が都市計画決定さ

れた。 

 

(2) 事業の目的 

本事業は、商業・業務施設や職住近接型住宅の他、グローバル人材が集う国際的な産学連

携拠点や集客機能等を整備することで、関内地区の玄関口として魅力ある景観形成、隣接す

る旧市庁舎街区及び関内駅前北口地区と連携して関内駅前の賑わい創出及び交通結節点機能

の強化等を図ることを目的とする。 

 

(3) 地区の種別 

都市再生特別地区 
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３  施 行 地 区      

(1) 施行地区の位置 

本地区は、都市計画道路３・３・２号高島本牧線、都市計画道路３・３・３号山下長津田

線、市道山下町第３号線、市道山下町第７号線に囲まれた区域で、JR 根岸線関内駅、横浜市

営地下鉄ブルーライン関内駅近傍に位置する。 

 

(2) 施行地区の位置図 

図 1 のとおり 

 

 

(3) 施行地区の区域 

所在 地番 

横浜市中区港町二丁目 3 番 2 の全部 

同上 3 番 4 の全部 

同上 6 番の全部 

同上 7 番の全部 

同上 8 番 1 の全部 

同上 8 番 2 の全部 

同上 9 番の全部 

横浜市中区港町三丁目 10 番 2 の一部 

横浜市中区真砂町二丁目 11 番 2 の全部 

同上 12 番 1 の全部 

同上 12 番 2 の全部 

同上 13 番 1 の全部 

同上 13 番 2 の全部 

同上 14 番 1 の全部 

同上 14 番 2 の全部 

同上 15 番の全部 

同上 16 番 1 の全部 

同上 16 番 2 の全部 

同上 16 番 3 の全部 

同上 17 番 1 の全部 

同上 17 番 2 の全部 

同上 17 番 3 の全部 

同上 18 番 2 の全部 

同上 22 番の全部 

同上 22 番 1 の全部 

同上 22 番 2 の全部 

同上 23 番の全部 

同上 24 番 1 の全部 

同上 24 番 2 の全部 

同上 26 番の全部 

同上 27 番の全部 

横浜市中区真砂町三丁目 33 番 2 の一部 

横浜市中区尾上町二丁目 23 番 2 の全部 

同上 23 番 4 の一部 

同上 25 番の全部 

同上 26 番の全部 

同上 27 番 1 の全部 

同上 27 番 2 の全部 
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 なお、施行地区となるべき区域内には道路である公有地（都市計画道路３・３・２号高島本牧

線の一部、市道山下町第２号線の一部、市道山下町第３号線、市道山下町第７号線）を含む 

 

(4) 施行地区の区域図 

図 2・図 3のとおり 

 

 

(5) 施行地区の面積 

港町地区：約 1.4ha 
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４  設計の概要 

(1) 設計説明書 

1）設計の基本方針 

施設建築物の構成は、「関内駅周辺地区エリアコンセプトプラン」等の上位計画に基づき、  

グローバル人材が集う国際的な産学連携拠点、及び人を惹きつけ都心臨海部を活性化する観光

拠点を整備することで、商業・業務・居住・交流などの多様かつ魅力的な機能が近接したまち

づくりを推進する計画とする。 

また、地域の回遊性向上に資する都市基盤の強化として、交通結節点機能強化のための交通

広場、及び駅前における一体的な歩行者空間を整備することで、地区内・地区外のネットワー

ク機能を強化する計画とする。 

 

2）施設建築物の設計の概要 

（ｲ） 設計の考え方 

低層部には関内駅前の賑わい促進や来街者の誘引を図る商業機能およびエンターテインメ

ント施設等の施設を配置する。また、中層部にビジネス支援施設を含む事務所機能、高層部に

住宅機能を配置するとともに、事務所機能と住宅機能の中間階には、入居者の交流を促すとと

もに施設の価値向上に寄与するロビーを配置する。 

また、形態について、低層部は、周囲の建物と連続した街並みを形成するため、これらと調

和する高さの構成とする。また周辺道路や街区及びセントラル関内へと連続する賑わい創出を

目指し、商業機能に合わせて屋外テラスを各所に設ける。加えて、旧市庁舎街区及び北口地区

との連絡デッキを設け、歩行者の回遊性を高める。高層部は、遠景として旧市庁舎街区、北口

地区と調和した景観を創出する為、各街区との間隔を揃えた配棟計画とし、また旧市庁舎街区

とのボリュームの調和を図り、ツインタワーとして、関内駅前の拠点性を表現する。 

また、施設建築物の省エネルギー化による環境性能の向上、および大規模災害に備える防災

対応力の強化を図る。 

 

【構造】 

・鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造 

 

【階数】 

・地上 32階、地下 2階 

 

【高さ】 

・高さ約 170m 

 

（ﾛ） 建ぺい率及び容積率等 

敷地面積

(㎡) 

建築面積

(㎡) 

延べ面積(㎡) 

(容積対象面積) 

建築敷地に対する建築密度 

建ぺい率(%) 容積率(%) 

約 7,730 ㎡ 約 5,780 ㎡ 
約 98,840 ㎡ 

（約 83,440 ㎡） 
約 75％ 約 1,080％ 
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（ﾊ） 各階の床面積及び主要用途 

階  数 延べ面積（㎡） 主要用途 

PH2 約 170 ㎡ 機械室・ホバリングスペース 

PH1 約 280 ㎡ 機械室 

27～32 約 14,380 ㎡ 住宅 

26 約 2,450 ㎡ 住宅 

25 約 2,510 ㎡ 住宅 

24 約 2,810 ㎡ 事務所ロビー、住宅ロビー（集会室等を含む） 

20～23 約 11,240 ㎡ 事務所 

19 約 2,810 ㎡ 事務所 

18 約 2,760 ㎡ 事務所 

17 約 2,830 ㎡ 事務所 

16 約 2,750 ㎡ 事務所 

15 約 2,760 ㎡ 事務所 

14 約 2,790 ㎡ 事務所 

13 約 2,720 ㎡ 事務所 

12 約 2,790 ㎡ 事務所 

6～11 約 16,450 ㎡ 事務所 

5 約 2,590 ㎡ エンターテインメント施設、事務所、機械室 

4 約 1,850 ㎡ エンターテインメント施設、機械室 

3 約 3,680 ㎡ エンターテインメント施設、事務所ロビー、機械室 

2 約 4,640 ㎡ 店舗 

1 約 4,450 ㎡ 店舗 

B1 約 5,870 ㎡ 駐車場、機械室 

B2 約 3,260 ㎡ 機械式駐車場、機械室 

合計 約 98,840 ㎡  

 

 

3) 施設建築敷地の設計の概要 

設計方針 

① 関内桜通りと連続した景観を形成しにぎわいを創出のため、都市計画道路３・３・３号

山下長津田線に面して広場を整備する。 

② 壁面の位置の制限については、以下のように定める。 

・山下町第7号線沿いは、道路境界線より2.5m以上 

・都市計画道路３・３・３号山下長津田線沿いは、地盤面から高さ31m未満の部分につい

ては道路境界線より1.0m以上、地盤面から高さ31m以上の部分については道路境界線よ

り7.0m以上 

・敷地内建物と交通広場との境界線、並びに山下町第3号線、山下町第2号線沿いは、道

路境界線より2.0m以上 

   

4) 公共施設の設計の概要 

（ｲ）設計方針 

① 交通結節機能を強化するため、都心臨海部の回遊や広域交通の拠点となる交通広場を整

備する。 

② 関内駅南口から交通広場への動線と緑の軸線を意識し、市道山下町第7号線の一部にプ

ロナードを整備する。 

③ 建物相互の一体感を創出するため、関内駅前港町地区と旧市庁舎街区の建築物間並びに、

関内駅前港町地区と関内駅前北口地区の建築物間をつなぐ歩行者デッキを整備する。 

 

  

※駐車台数：約 225 台、駐輪台数：約 155 台 
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 （ㇿ）公共施設調書 

道路 

種別 名称 幅員 延長 備考 

道 
 

路 

幹線街路 
都市計画道路 

３・３・２号高島本牧線 
12.5m 約 120m 

交通広場約 3,500 ㎡

を整備 

区画道路 市道山下町第２号線 10.0m 約 80m 

関内駅前北口地区の

施行区域を含む 

範囲については添付

図書（１）-３を参照 

区画道路 市道山下町第３号線 13.0m 約 20m  

区画道路 市道山下町第７号線 9.5m 約 90m  

 

(2) 設計図 

1）施設建築物の設計図 

添付図書（1）-1 の通り 

 

2）施設建築敷地の設計図 

添付図書（1）-2 の通り 

 

3）公共施設の設計図 

添付図書（1）-3 の通り 
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５  事業施行期間 

(1) 事業施行期間  

自   組合設立認可の公告日 至 令和１６年（２０３４年）３月 

 

(2) 建築工事期間 

着工  令和９年（２０２７年）２月 

竣工  令和１３年（２０３１年）１月 
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６  資金計画 

(1)資金計画  

 

  

（単位：百万円）

75,163 3,368

23,925 4,550

3,091 7,525

1,604 81,224

1,527

300

5,289

103,783 103,783

支

出

金

収

入

金

合 計 合 計

参 加 組 合 員 負 担 金 調 査 設 計 計 画 費

補 助 金 土 地 整 備 費

そ の 他 収 入 金

補 償 費

工 事 費

事 務 費

増 床 負 担 金 等

借 入 金 利 子

そ の 他



 

 

 添付図書 

 

 (1) 設計図 

1）施設建築物の設計図 

2）施設建築敷地の設計図 

3）公共施設の設計図 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付図書（１）―１ 施設建築物の設計図 
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事務所基準階（12階）平面図
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事務所基準階（18階）平面図
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事務所基準階（19階）平面図
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賃貸住宅基準階平面図（25階）
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賃貸住宅基準階平面図（26階）
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賃貸住宅基準階平面図（27階）
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賃貸住宅基準階平面図（28階）
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添付図書（１）―２ 施設建築敷地の設計図 
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添付図書（１）―３ 公共施設の設計図 
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※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図 平面図
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凡例

横断防止柵

道路計画線

計画道路高1.07（図面記載の数値）

計画縦断勾配変化点距離

i = 0.40%→ 計画縦断勾配

L = 20.0m

ボラード

歩道照明

車道照明

道路構造物標準図集76頁　8.2AS-BP相当

道路構造物標準図集77頁　10.2AS-BP相当

ガードレール（道路内）

歩道状空地（幅員2.0m）

排水構造物

港町地区施行区域の境界

公共施設計画図　平面図（都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

　道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

　視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図 平面図

（都市計画道路３・３・２号高島本牧線）
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※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

V=1:125(A3) H=1:500(A3)

公共施設計画図 縦断図

（都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

公共施設計画図　縦断面図（都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）
V=1:125(A3) H=1:500(A3)

※北口地区については参考図として掲載しております。
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区画線
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都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線-3
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公共施設計画図　断面図（都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図　断面図

（都市計画道路３・３・２号高島本牧線）

S=1:100(A3),1:50(A1)

1/100(A3),1:50(A1)
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公共施設計画図　断面図（都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図　断面図

（都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

S=1:100(A3),1:50(A1)

1/100(A3),1:50(A1)
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道路計画線
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歩道状空地（幅員2.0m）

排水構造物

港町地区施行区域の境界

S=1:500(A3),1:250(A1)
公共施設計画図　平面図（山下町第3号線）

1/500(A3),1/250(A1)

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図 平面図

(山下町第3号線)
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※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

公共施設計画図　縦断面図（山下町第2号線 山下町第3号線、都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

V=1:125(A3) H=1:500(A3)

公共施設計画図 縦断図

（山下町第2号線 山下町第3号線、都市計画道路 ３・３・２号高島本牧線）

V=1:125(A3) H=1:500(A3)

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業
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FH= +0.02

FH= -0.02

L型側溝：タイプ5L型側溝：タイプ5
FH= +0.02

FH= -0.04

FH= -0.02

透水性平板ブロック t= 6cm

サンドクッション（敷砂） t= 3cm

路盤　再生クラッシャラン(RC-30)     t=10cm

再生密粒度アスファルト混合物 t= 5cm

上層路盤　再生粒度調整砕石(RM-40)  　t=15cm

下層路盤　再生クラッシャラン(RC-40)  t=20cm

透水シート

S=1:100(A3),1:50(A1)
公共施設計画図　断面図（山下町第3号線）

1/100(A3),1:50(A1)

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図 断面図

（山下町第3号線)

※ タクシー乗降場の切下げは横浜市よこはまの道バリアフリー

整備ガイドラインに基づき、切下げ2cmを想定
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凡例

横断防止柵

道路計画線

計画道路高1.07（図面記載の数値）

計画縦断勾配変化点距離

i = 0.40%→ 計画縦断勾配

L = 20.0m

ボラード

歩道照明

車道照明

道路構造物標準図集76頁　8.2AS-BP相当

道路構造物標準図集77頁　10.2AS-BP相当

ガードレール（道路内）

歩道状空地（幅員2.0m）

排水構造物

港町地区施行区域の境界

公共施設計画図　平面図（山下町第７号線）

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図　平面図

(山下町第7号線）
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公共施設計画図　縦断面図（都市計画道路 ３・３・３号山下長津田線、山下町第7号線）

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

V=1:125(A3) H=1:500(A3)

公共施設計画図 縦断図

（都市計画道路 ３・３・３号山下長津田線、山下町第7号線）

V=1:125(A3) H=1:500(A3)

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業
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横浜関内ビル

旧市庁舎旧市庁舎

関内中央ビル

9500

2500 4500 2500 9500

2500 4500 2500

単　路　部

山下町7号線

FH：道路計画高

単　路　部

山下町7号線

既存道路境界 将来道路境界

FH：道路計画高

　断面 L 　断面 M
既存道路境界 将来道路境界

1.00% 1.00% 1.00%1.00%

1.00% 1.00% 1.00%1.00%

既存道路境界 既存道路境界

FH= +0.01FH= +0.01

FH= +0.01FH= +0.01

透水性インターロッキングブロック    t= 8cm

サンドクッション（敷砂） t= 2cm

透水シート

透水性インターロッキングブロック    t= 8cm

サンドクッション（敷砂） t= 2cm

透水シート

瀝青安定処理 t= 5cm

路盤　クラッシャラン t=12cm

瀝青安定処理 t= 5cm

路盤　クラッシャラン t=12cm

公共施設計画図　断面図（山下町第7号線）

※道路計画は現在検討中のもので、今後変更の可能性がございます。

道路構造物等の具体的な設置位置や構造は、今後の詳細設計協議にて協議を行います。

視覚障害者誘導ブロックの設置個所及び設置方法については、今後の詳細設計協議にて協議を行います。
縮尺

図面名称

※北口地区については参考図として掲載しております。
横浜国際港都建設事業　関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業

公共施設計画図　断面図

(山下町第7号線）

S=1:100(A3),1:50(A1)

1/100(A3),1:50(A1)
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３ 新旧対照表 



事業計画の変更点について

• 権利変換・転出意向の反映および、事業費の精査を踏まえ、資金計画を変更する。

変更前 変更後６ 資金計画
（１）資金計画

６ 資金計画
（１）資金計画
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